
宮城県障害者自立支援協議会精神障害部会について

精神障害者のよりよい地域生活の実現に向けて，現状の支援の実態把握から具体的な課題を明らかにするとともに，その課題
解決のための検討を行い，県内の精神障害者に対する支援体制と支援内容の充実を図る。

①目的

②設置時期 平成22年度（震災のため中断し，平成26年度から再開）

③構成員 ・精神障害者支援に携わる学識経験者 ・障害福祉サービス事業所職員 ・当事者
・医療機関職員 ・行政機関職員

（１）自立支援協議会について

・精神保健福祉活動を踏まえた精神障害者支援に関わる医療・保健分野と福祉分野のそれぞれの役割と連携
・障害者福祉サービス事業所における精神障害の障害特性に応じた支援の実現に向けた取組
・地域移行支援を視野においた社会資源の実態把握と評価

精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築
・保健医療福祉関係者による協議の場（各圏域、各市町村）の設置（Ｒ2年度までに全圏域・市町村で設置）
・精神病床の１年以上の入院患者数（Ｒ2年度 2,785人）
・退院率（Ｒ2年度：入院3か月後 69％，6か月後 84％，12か月後 91％）

障害福祉計画
（精神）
の目標値

「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（障害者総合支援法）」により地方公共団体への設置が努力義
務とされており，関係機関等が相互の連携をはかることにより，地域における障害者等への支援体制に関する課題について，情報を共
有し，関係機関等の連携の緊密かを図るとともに，地域の実情に応じた体制の整備について協議を行っている。

⑤取組状況 年度 内容

Ｈ26 地域移行に係る精神科病院及び相談支援事業所調査

Ｈ27 圏域単位での研修会等への協力や情報収集

県全体を対象とした研修会の実施

Ｈ28～30 退院支援に係る聴取り調査（Ｈ28：気仙沼，仙南・仙台 Ｈ29：大崎，栗原 Ｈ30：登米，石巻）

精神障害者相談支援研修会（Ｈ28：石巻，仙南 Ｈ29：大崎，気仙沼 Ｈ30：仙台，栗原・登米）

Ｒ1 Ｈ28～30年度実施 「退院支援に係る聴取り調査」「精神障害者相談支援研修会」実績まとめ

「退院支援に係る聴取り調査結果報告書」作成について検討
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（２）精神障害部会について

④主な議題

市町村ごと

・市町村障害福祉計画

圏域ごと（保健福祉事務所）

・県障害福祉計画

県全体
・県地域医療計画
・県障害福祉計画

市町村障害者
自立支援協議会等（想定）

地域支援会議
精神保健福祉市町村

担当者会議（連携会議）

◎精神障害部会

◎宮城県障害者自立支援協議会 ●宮城県精神保健福祉審議会

精神保健福祉担当者会議

課題等の共有

課題等の共有

部会の取組報告（課題の共有，県施策に
対する意見）

部会の取組報告（課題の共有，市町
村の障害者支援体制に関する協議）

資料３－１

２ 宮城県の保健医療福祉による協議の場としての連携（案）

１ 概要


